
 

土地改良事業計画設計基準 計画「ほ場整備（畑）」技術書（平成 19年 4月 16 日 18 農振第 1623 号農村振興局企画部資源課長通知） 一部改正新旧対照表 

 
（傍線部分は改定部分） 

改   正   後 現       行 

 

1.畑のほ場整備の変遷と役割～21.暗きょ排水計画の検討 （略） 

 

22．土地利用形態とかんがい方法 

（略） 

22.1 普通畑及び牧草・飼料畑 （略） 

22.2 樹園地 

果樹園や茶園等の樹園地では、固定式スプリンクラーを採用している例が多く、防除、施肥、営農用水等の多

目的利用として使われている事例もある。一方、階段園地では定置パイプかんがいも適応可能である。また、条

植の樹（わい化リンゴ）の場合や水源が限られた樹園地の場合は点滴かんがいの採用もみられる。 

なお、温州みかんを中心としたカンキツの新しい栽培技術として、地表を防水・透湿性マルチシートで覆って、

さらに、その下にドリップチューブを設置して、かん水・施肥を行うことにより、水分・栄養状況を天候に関わ

らず人為的に制御する栽培方式が導入されている。この栽培方法は「マルチ」と「ドリップかんがい」の名称の

一部をとって「マルドリ方式」と呼ばれ、適度な水分ストレス管理による果実の品質向上や苗木の生長促進、か

ん水・施肥労力の低減、マルチによる抑草効果で防除作業の省力化に効果を発揮している。2) 
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22.3 施設畑 （略） 

 

23.畑地における土層改良～27.工事後のほ場条件の変化 （略） 
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